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埼玉県ふじみ野市議会

着実な財政運営で着実な財政運営で着実な財政運営で

持続可能なまちづくりを持続可能なまちづくりを持続可能なまちづくりを      2p2p

令和２年度予算令和２年度予算　ピックアップ事業　　ピックアップ事業　4p4p

新型コロナウイルスの対策強化を国に要望新型コロナウイルスの対策強化を国に要望　　9p9p

　

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
引
き
出
し
、
癒
し
の
時
間
を
お
手
伝
い

す
る
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
。

　

植
物
か
ら
抽
出
し
た
純
度
１
０
０
％
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ

イ
ル
を
使
っ
て
の
ア
ロ
マ
ボ
デ
ィ
ケ
ア
は
、
ス
ト
レ
ス
社
会
で

疲
れ
た
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
予
算

を
含
む
提
出
議
案
38
件
に
対
し
、
各
会
派
に
よ
る
総

括
質
疑
が
行
わ
れ
、
目
前
に
迫
っ
た
合
併
に
よ
る
恩

恵
の
満
了
を
見
据
え
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
集
中
す
る
た
め
、

会
期
は
予
定
よ
り
５
日
間
短
縮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
議
会
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
関
す
る
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
令
和
２２
年年  

第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

20

12

2

3

５
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
建
設
事
業
経
費
分
は
、

令
和
元
年
度
末
ま
で
に
約
２

５
６
億
１
９
０
０
万
円
の
発

行
を
予
定
し
て
い
る
。
残
額

は
約
16
億
１
５
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、（
仮
称
）
西
地
域
文

化
施
設
整
備
事
業
に
合
併
特

例
債
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

現
在
、
新
市
建
設
計
画
の
延

長
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

県
に
納
め
る
国
民
健
康

保
険
事
業
費
納
付
金
の
減
額

理
由
は
。

答　

令
和
元
年
度
の
納
付
金

の
総
額
は
、
28
億
１
０
５
３

万
3
千
円
と
な
っ
て
い
た
が
、

令
和
２
年
度
は
25
億
７
９
３

７
万
1
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
度
と
比
較
し
て
2
億
３

１
１
６
万
2
千
円
の
減
額
と

な
っ
た
。
こ
の
減
額
の
大
き
な

要
因
は
、
満
75
歳
を
迎
え
た

被
保
険
者
が
多
く
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
移
行
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

持
続
可
能
な
運
営
を

問　

歳
入
の
特
徴
は
。

答　

歳
入
で
は
、
市
税
収
入

が
約
１
６
３
億
９
９
０
０
万

円
。
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
、

法
人
税
割
の
税
率
の
軽
減
な

ど
の
影
響
が
あ
る
が
、
市
税

全
体
と
し
て
は
約
６
６
０
０

万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い

る
。
そ
の
他
、
地
方
消
費
税

交
付
金
を
23
億
２
０
０
万
円

と
見
込
ん
で
い
る
。

問　

個
人
市
民
税
の
状
況
は
。

答　

納
税
義
務
者
が
前
年
度

比
で
１
０
４
０
人
増
加
し
、

5
万
７
９
４
８
人
と
な
っ
て
い

る
。
市
全
体
の
総
所
得
金
額

一

般

会

計

予

算

将
来
構
想
実
現
に
向
け

　

ま
た
、
被
保
険
者
数
の
減

少
に
伴
い
、
医
療
費
総
額
が

減
少
し
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
の
納
付
金
算

定
に
お
け
る
医
療
費
総
額
は

約
66
億
８
０
９
４
万
円
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
令
和
２
年
度

は
約
65
億
５
０
３
５
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
前
年
度
比
で
1

億
３
０
５
９
万
円
減
少
し
て

い
る
。

　

た
だ
し
、
一
人
あ
た
り
の
医

療
費
に
つ
い
て
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。

問　

国
民
健
康
保
険
財
政
調

整
基
金
を
活
用
し
な
い
理
由

は
。

答　

保
険
者
努
力
支
援
制
度

の
交
付
金
と
し
て
1
億
７
０

３
９
万
4
千
円
を
見
込
み
計

上
し
た
こ
と
、
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
財
政
調

整
基
金
を
活
用
し
な
く
て
も

運
営
が
で
き
る
と
判
断
し
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
か
ら
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
法

定
外
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
赤

字
削
減
・
解
消
計
画
に
基
づ

き
、
削
減
し
な
が
ら
運
営
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
令
和
２

等
も
増
加
し
て
い
る
の
で
、
個

人
市
民
税
は
増
加
す
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

問　

固
定
資
産
税
が
微
増
と

な
っ
て
い
る
要
因
は
。

答　

新
築
家
屋
の
増
加
、
新

築
軽
減
切
れ
等
に
よ
る
も
の

は
増
収
と
な
る
一
方
で
、
土
地

と
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
減

収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
収
納
率
が
上
昇
す
る
と

の
見
込
み
か
ら
、
全
体
と
し
て

は
約
１
５
０
０
万
円
の
増
収

を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

歳
出
の
特
徴
は
。

答　

歳
出
で
は
幼
児
教
育
·

保
育
の
無
償
化
に
伴
う
影
響

な
ど
に
よ
り
扶
助
費
で
約
4

億
９
８
０
０
万
円
、
普
通
建

年
度
は
前
年
度
比
で
1
億
５

１
１
１
万
6
千
円
減
の
1
億

８
４
４
１
万
1
千
円
と
す
る

こ
と
で
予
算
を
編
成
で
き
た
。

　

財
政
調
整
基
金
の
あ
り
方

は
、
今
後
の
被
保
険
者
の
急

激
な
負
担
増
の
緩
和
な
ど
へ

の
備
え
に
し
た
い
。

問　

水
源
井
戸
の
発
電
機
や

運
搬
車
両
の
導
入
の
経
緯
は
。

答　

県
水
の
断
水
や
市
内
の

水
源
井
戸
が
稼
働
で
き
な
い

大
規
模
な
停
電
等
を
想
定
し

計
画
し
た
。
令
和
元
年
度
は

大
井
浄
水
場
系
統
の
水
源
の

電
気
盤
改
造
を
行
い
、
令
和

２
年
度
は
福
岡
浄
水
場
系
統

の
電
気
盤
工
事
を
計
画
中
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
停
電
時

に
発
電
機
を
接
続
す
る
こ
と

で
取
水
が
継
続
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
の
発
電
機
や
運

搬
車
両
は
、
水
道
事
業
だ
け

で
な
く
、
台
風
等
に
よ
る
浸

水
被
害
が
生
じ
た
際
に
使
用

す
る
排
水
ポ
ン
プ
を
稼
働
す

る
際
に
も
転
用
で
き
る
。

水

道

事

業

会

計

予

算　

災
害
に
強
い
水
道
施
設
の
整
備

設
事
業
費
で
約
25
億
１
１
０

０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
上

福
岡
駅
東
口
駅
前
広
場
整
備

事
業
、（
仮
称
）
西
地
域
文
化

施
設
整
備
事
業
、
小
学
校
施

設
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
で

あ
る
。

　

ま
た
、
土
地
開
発
公
社
か

ら
の
用
地
買
い
戻
し
費
用
と

し
て
、
約
18
億
４
６
０
０
万

円
を
計
上
し
た
。

問　

合
併
特
例
債
の
活
用
状

況
は
。

答　

発
行
可
能
限
度
額
は
、

建
設
事
業
経
費
に
約
２
７
２

億
３
４
０
０
万
円
、
基
金
積

立
経
費
に
約
22
億
１
７
０
０

万
円
、
合
計
で
約
２
９
４
億

公債費　40 億 5881 万円

借入れの返済

扶助費　119 億 6238 万円

生活援助に要する経費

人件費　51 億 1788 万円

職員の給与など

繰入金　10 億 3224 万円

基金からの繰り入れ

地方交付税　35 億円

国からもらうお金

市税　163 億 9855 万円

所得・土地・家屋・たばこ等に対する税

前年度比

7 億 43 万円減

収入

令和２年度 令和２年度   一般会計予算  一般会計予算  414414 億億 14531453 万円万円

支出主 な も の

前年度比

4 億 9751 万円増

前年度比

1 億 986 万円減

前年度比

25 億 1123 万円増

前年度比

3 億 3493 万円増

前年度比

3425 万円減

前年度比

32 億 8611 万円増

（１万円未満切捨て）

前年度比

6637 万円増

前年度比

5 億 1070 万円増

前年度比

5 億 300 万円増

前年度比

1 億円減

建設等に係る事業債　19 億 3960 万円

建設に関する借り入れ

普通建設事業費　50 億 5859 万円

建設に関する費用

積立金　4 億 1101 万円

基金などに積み立てる費用

地方消費税交付金　23 億 200 万円

消費税の市への割り当て分

本会議での質疑をまとめています。

総 括 質 疑

着
実
な
財
政
運
営
で

着
実
な
財
政
運
営
で

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

青 　 藍 　 会　小高　時男 議員

日 本 共 産 党　塚越　洋一 議員

公 　 明 　 党　川畑　京子 議員

信 　 政 　 会　鈴木啓太郎 議員

青 　 藍 　 会　大築　　守 議員

日 本 共 産 党　床井　紀範 議員

公 　 明 　 党　島田　和泉 議員

信 　 政 　 会　西　　和彦 議員

会派外の議員　民部　佳代 議員

施政方針に対する質疑 議案に対する質疑お知らせ

本定例会では、議員から市

政に対する一般質問の取り

下げがあったため、記事の

掲載を見送りました。

2
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問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

更
新
と
は
。

答　

県
管
理
河
川
の
新

河
岸
川
等
に
つ
い
て
出

水
期
前
に
新
想
定
が
公

表
さ
れ
る
と
の
情
報
が

あ
り
、
現
在
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
更
新
す

る
。
ま
た
、併
せ
て
ウ
ェ

ブ
版
も
更
新
し
、
早
期

の
避
難
行
動
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

問　

市
民
へ
の
周
知
は
。

答　

市
報
へ
折
り
込
み

全
戸
配
布
を
予
定
し
て

い
る
。
そ
の
他
、
地
域

へ
出
向
い
て
防
災
講
話
等
で

周
知
し
て
い
く
。

問　

避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
現
在
の
状
況
は
。

答　

全
体
の
対
象
者
が
約

９
８
０
０
人
で
、
そ
の
う
ち

同
意
を
い
た
だ
い
て
地
域
に

情
報
を
提
供
し
て
い
る
方
が

約
２
５
０
０
人
で
あ
る
。

問　

個
別
計
画
の
作
成
状
況

は
。

答　

個
別
計
画
の
作
成
が
済

ん
で
い
る
の
は
約
２
０
０
人

で
あ
る
。
対
象
者
の
住
居
を

あ
ら
か
じ
め
シ
ス
テ
ム
で
地

図
上
に
反
映
す
る
よ
う
改
修

す
る
。

令和２年度予算 ピックアップ事業
　

平
成
18
年
埼
玉
県
公
表
（
新
河
岸
川
）
に
基
づ
き
作

成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

避
難
行
動
要
支
援
者
シ
ス
テ
ム
の
地
図
上
に
要
支
援
者

の
住
居
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
改
修
さ
れ
ま
す
。

　

緑
内
障
は
成
人
の
失
明
原
因
の
第
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
医
療
機
関
に
緑
内
障
検
診
を
委
託
し
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
予
算
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
２
年
10
月
合
併
15
周
年
の
年
、
東
地
域
・
西

地
域
で
実
施
し
て
い
る
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
統
合
し
、
４
年
に
１
回
オ
ー
ル
ふ
じ
み
野
で

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
が
障
が
い
者
の
日
常
生
活
に
必
要
な
用
具
を
給
付

す
る
事
業
で
、
人
工
呼
吸
器
等
の
自
家
発
電
機
を
新
た

に
給
付
の
対
象
に
加
え
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

問　

対
象
者
は
46
歳
と
56
歳

だ
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　

緑
内
障
は
40
歳
以
上
が

発
症
し
や
す
い
と
言
わ
れ
約

20
人
に
１
人
が
か
か
る
と
推

定
さ
れ
る
。
症
状
が
出
て
も

気
づ
か
な
い
場
合
が
多
く
、

気
づ
い
た
時
に
は
症
状
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

40
歳
が
発
症
の
入
り
口
だ

が
ま
だ
大
丈
夫
と
思
う
人
も

多
い
た
め
、
対
象
を
46
歳
と

し
ク
ー
ポ
ン
を
配
る
こ
と
と

し
た
。
さ
ら
に
も
う
１
度
受

診
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

眼
科
医
と
相
談
し
50
代
の
半

ば
で
あ
る
56
歳
を
対
象
と
し

た
。

問　

開
催
へ
の
経
緯
は
。

答　

ふ
じ
み
野
市
15
周
年
を

迎
え
る
中
で
自
治
組
織
連
合

会
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成

し
て
い
き
た
い
と
の
考
え
が

示
さ
れ
た
。
検
討
委
員
会
が

立
ち
上
が
り
、
そ
の
中
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
年
に
合
わ

せ
、
４
年
に
１

回
開
催
し
よ
う

と
決
ま
っ
た
。

問　

開
催
日
な

ど
の
詳
細
は
。

答　

10
月
25
日

㈰
、
第
２
運
動

公
園
を
予
定
し

て
い
る
。

問　

移
動
手
段

な
ど
の
支
援
策

は
。

答　

会
場
ま
で
の
交
通
手
段

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
も
支
援
で
き
る

施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

内
容
は
。

答　

昨
年
、
千
葉
県
で
発
生

し
た
長
期
停
電
を
踏
ま
え
、

在
宅
で
医
療
的
ケ
ア
、
特
に

人
工
呼
吸
器
を
使
用
す
る
人

に
対
し
自
家
発
電
機
を
日
常

生
活
用
具
の
給
付
品
目
と
し

て
加
え
る
。

問　

対
象
者
の
人
数
は
。

答　

把
握
し
て
い
る
の
は
18

歳
ま
で
が
４
人
、
大
人
が
２
人

で
あ
る
。

問　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
を
給
付
す
る
の
か
。

答　

10
万
円
で
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
し
や
す
い
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
ガ
ス
を
使
用
す
る
も
の
を

想
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
ボ

ン
ベ
２
本
で
２
時
間
ほ
ど
し

か
使
え
な
い
の
で
、
上
限

10
万
円
の
補
助
で
ガ
ソ
リ
ン

タ
イ
プ
も
給
付
で
き
る
。

地
域
を
越
え
た

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

スポーツ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
事
業

災
害
対
策
を
さ
ら
に

充
実
・
向
上

防災

災
害
対
策
事
業

避
難
行
動
要
支
援
者
事
業

障
が
い
者
に

自
家
発
電
機
を
給
付

福祉

障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業

県
内
初
の

緑
内
障
検
診
を
実
施

健康
づくり

成
人
保
健
事
業

問　

特
別
支
援
学
級
増
設

と
し
て
予
算
が
約
８
０
０
０ 

万
円
と
計
上
さ
れ
て
い
る
の

は
。

答　

現
在
の
介
助
員
か
ら
２

人
増
や
す
計
画
で
あ
る
。

問　

介
助
員
と
は
、
ど
の
よ

う
な
役
割
を
す
る
の
か
。

答　

担
任
と
と
も
に
、
そ
こ

で
生
活
す
る
児
童
・
生
徒
の

学
校
生
活
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
る
。

問　

小
学
校
で
５
学
級
、
中

学
校
で
１
学
級
の
増
設
と

な
っ
て
い
る
が
、
介
助
員
が

２
人
増
員
で
は
数
が
合
わ
な

い
の
で
は
。

答　

学
校
ご
と
の
状
況
を
見

て
、
今
回
は
２
人
増
員
と
し

て
い
る
。

問　

中
学
校
に
お
い
て
教
室

の
増
設
、
介
助
員
の
増
員
と

い
う
計
画
は
。

答　

特
別
支
援
学
級
は
、
ど

の
学
校
に
も
設
置
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒

の
増
加
に
合
わ
せ
て
、
介
助

員
等
も
増
員
の
要
請
を
し
て

い
き
た
い
。

　

全
て
の
小
学
校
に
特
別
支
援
学
級
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
支
援
員
を
増
員
す
る
予
算
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の

た
め
特
別
支
援
学
級
の
増
設

教育

教
育
支
援
事
業

　

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
西
鶴
ケ
岡
一
丁
目
地

域
に
計
画
的
に
雨
水
浸
透
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
福
岡
江
川
下
流
域
の
水
宮
地
区
に
雨
水

貯
留
施
設
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

問　

水
宮
地
区
雨
水
貯
留
施

設
に
つ
い
て
、
住
民
か
ら
の

意
見
へ
の
対
応
は
。

答　

い
た
だ
い
た
要
望
書
に

つ
い
て
の
回
答
書
は
お
渡
し

し
た
。

　

地
質
調
査
を
行
い
実
施
設

計
の
委
託
業
務
を
発
注
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、

住
民
説
明
会
の
開
催
も
計
画

し
て
い
る
。

問　

５
基
目
と
な
る
西
鶴
ケ

岡
一
丁
目
雨
水
浸
透
施
設
の

浸
水
軽
減
効
果
は
。

答　

約
３
０
０
㎥
の
雨
水
浸

透
量
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

問　

現
在
の
本

市
の
雨
水
貯
留

浸
透
施
設
の
数

は
。

答　

現
在
、
49

カ
所
の
施
設
が

あ

る
。

市

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ふ
じ
み
野
市

上
下
水
道
事
業

年
報
に
雨
水
貯

留
浸
透
施
設
一

覧
を
掲
載
し
て

い
る
。

浸
水
被
害
の

更
な
る
軽
減

まち 
づくり

雨
水
関
連
事
業

ふじみ野市第２運動公園

人工呼吸器を使用する医療的ケア児

雨水貯留施設ができる福岡江川下流域

小学校の特別支援教室
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令和２年度  一般会計予算討論
 _________________

賛成多数で可決

　予算規模は前年度と比べて約 32 億 8600 万円の増

額となり、その内容からは次代を担う子どもを育む明

確な姿勢を感じ取ることができる。一方で新型コロナ

ウイルス感染症に関わる部分に着目すると、債務負担

行為の観点から、悪影響が及んでいる商工業に対し行

政の支援は喫緊の必要性がある。

　また繰り返し使えるガーゼマスクを 11 万 5000 人

に迫る市民数分の備蓄をするなど、先進的な取り組み

の検討を要望する。

賛
成

市民数分のマスクの備蓄の検討を

会派外の議員　金濵高顕 議員

　歳入は、市税や地方消費税交付金が増額となる一方、

普通交付税は合併算定替えによる上乗せ分の縮減など

により減額となった。歳出では、文化発信拠点として

の「東・西地域の文化施設整備事業」「お出かけサポー

トタクシーの拡充」「環境政策」「教育心理相談員の増

員」など、必要な施策の推進を評価する。

　令和２年度は合併特例の最終年度となる、事業のさ

らなる選択と集中を行い持続可能なまちづくりへの施

策を期待する。

賛
成

将来に向けて持続可能な財政運営を

公明党　伊藤美枝子 議員

　公民館は管理運営費が約１億円であり、利用しない

人も含め広く市民が負担している。利用者がその５％

程度を負担するのは予算的にも妥当といえる。歳出で

は子どもの貧困対策推進計画で、数値目標を明確にし

メリハリをつけてほしい。幼児教育無償化で新たな保

育施設が増えているが、保育の質が心配。保護者から

の相談体制など対応してほしい。県内初の緑内障検診

をきっかけに、対象者以外にも緑内障の理解が高まる

ことを期待する。

賛
成

保育の質にも配慮し予算執行を

会派外の議員　民部佳代 議員

賛
成

市制 15 周年に向けて新予算編成

青藍会　小高時男 議員

　一般会計予算は、過去最大の約 414 億 1500 万円で

ある。歳入面では、個人市民税が顕著に伸び、これま

での本市のまちづくりが評価されたものだと理解してい

る。歳出面では文化施設整備や小学校の大規模改修事

業、雨水対策などや自治組織加入促進、成年後見セン

ターの開設、緑内障検診など、あらゆる面から予算措置

がされていると評価する。

　15 周年を迎える本年、財政基盤を盤石にしながら住

みやすいまちづくりを推進するようにお願いする。

反
対

公共サービスの極端な民営化に警鐘

日本共産党　塚越洋一 議員

　「人づくり」と「組織づくり」について、予算上の具

体化が極めて不十分である。市長の施政方針で「絆を

紡ぐ地域づくり」を戦略の柱として位置づけているが、

「協働のまちづくり」を構成する要素である「自助」「共助」

「公助」を醸成していくために、予算を執行しても期待

する政策効果が十分に発揮されるのか大変危惧すると

ころだ。特に問題があるのは、公共サービスの極端な民

営化が推進され、今まで直営であった大井図書館までを

指定管理事業化することだ。

反
対

　納税義務者の増加で約6600万円の市税増が見込ま

れ堅調な発展だ。上沢勝瀬通り線、国道254号バイパ

ス整備事業に加え、成年後見センターの開設、コミュニ

ティ・ソーシャルワーカーの増員、お出かけサポートタ

クシーの充実、さらに国際化推進事業の拡充など安全

安心を優先したまちづくりが効果的に進められている

点を評価する。今後も公共施設やインフラ資産の老朽

化対策などに多額の費用発生が見込まれ、長期的な視

点での財政運営を求めたい。

堅調な税収増、基盤整備と福祉政策を評価

信政会　鈴木啓太郎 議員

賛
成

令和２年第１回定例会の提出議案等と審議結果

議案番号 議案名 議決結果 議案番号 議案名 議決結果

第 １ 号
議　 案

令和元年度ふじみ野市一般会計補正予算
（第９号）

可　決
第 24 号
議　 案

ふじみ野市学校運動場照明施設の設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例

可　決

第 ２ 号
議　 案

令和元年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計補正予算（第３号）

可　決
第 25 号
議　 案

ふじみ野市立図書館条例の一部を改正す
る条例

可　決

第 ３ 号
議　 案

令和元年度ふじみ野市介護保険特別会計
補正予算（第３号）

可　決
第 26 号
議　 案

ふじみ野市監査委員に関する条例の一部
を改正する条例

可　決

第 ５ 号
議　 案

ふじみ野市自治組織集会施設審議会条例 可　決
第 27 号
議　 案

ふじみ野市立ふれあいプラザ条例を廃止
する条例

可　決

第 ６ 号
議　 案

ふじみ野市こどもにやさしいまちづくり
条例（仮称）策定委員会条例

可　決
第 29 号
議　 案

令和２年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計予算

可　決

第 ７ 号
議　 案

ふじみ野市手数料条例の一部を改正する
条例

可　決
第 30 号
議　 案

令和２年度ふじみ野市介護保険特別会計
予算

可　決

第 ８ 号
議　 案

ふじみ野市個人番号の利用事務等に関す
る条例の一部を改正する条例

可　決
第 32 号
議　 案

令和２年度ふじみ野市水道事業会計予算 可　決

第 ９ 号
議　 案

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例

可　決
第 33 号
議　 案

令和２年度ふじみ野市下水道事業会計予
算

可　決

第 10 号
議　 案

ふじみ野市印鑑条例の一部を改正する条
例

可　決
第 34 号
議　 案

（仮称）東地域文化施設多目的棟大規模改
修工事請負契約の締結について

可　決

第 11 号
議　 案

ふじみ野市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例

可　決
第 35 号
議　 案

ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 13 号
議　 案

災害見舞金支給条例の一部を改正する条
例

可　決
第 36 号
議　 案

ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 14 号
議　 案

ふじみ野市災害弔慰金の支給等に関する
条例の一部を改正する条例

可　決
第 37 号
議　 案

ふじみ野市立放課後児童クラブの指定管
理者の指定について

可　決

第 15 号
議　 案

ふじみ野市立放課後児童クラブ条例の一
部を改正する条例

可　決
第 38 号
議　 案

ふじみ野市自転車駐車場等の指定管理者
の指定について

可　決

第 21 号
議　 案

ふじみ野市営住宅条例の一部を改正する
条例

可　決
委第１号
議　 案

市長の専決処分事項の指定についての一
部を改正することについて

可　決

第 23 号
議　 案

ふじみ野市水道事業及び下水道事業の設
置等に関する条例の一部を改正する条例

可　決
議第１号
議　 案

新型コロナウイルス感染症における対策
強化を求める意見書

可　決

●全会一致で可決した議案

●賛否が分かれた議案
　
　

議
案
等
番
号

議案等の件名

　
　

議
決
結
果

青藍会 日本共産党 公明党 信政会

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

原
田　

雄
一

加
藤　

恵
一

小
林　

憲
人

山
田　

敏
夫

大
築　
　

守

小
高　

時
男

新
井　

光
男

床
井　

紀
範

足
立
志
津
子

伊
藤　

初
美

塚
越　

洋
一

鈴
木　

美
恵

川
畑　

京
子

島
田　

和
泉

伊
藤
美
枝
子

近
藤　

善
則

谷　
　

新
一

鈴
木
啓
太
郎

西  　

和
彦

金
濵　

高
顕

民
部　

佳
代

第 ４ 号
議 案

令和元年度ふじみ野市後期高齢者 
医療事業特別会計補正予算（第２号）

可
決

〇 〇
議
長

〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 12 号
議　 案

ふじみ野市立スポーツセンター 
条例の一部を改正する条例

可
決

〇 〇
議
長

〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 16 号
議　 案

ふじみ野市家庭的保育事業等の 
設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例

可
決

〇 〇
議
長

〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 17 号
議　 案

ふじみ野市特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例

可
決

〇 〇
議
長

〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 18 号
議　 案

ふじみ野市都市公園条例の一部を
改正する条例

可
決

〇 〇
議
長

〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 19 号
議　 案

ふじみ野市荒川第２運動公園条例
の一部を改正する条例

可
決

〇 〇
議
長

〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 20 号
議　 案

ふじみ野市びん沼サッカー場条例
の一部を改正する条例

可
決

〇 〇
議
長

〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 22 号
議  案

ふじみ野市中高層建築物の建築に
係る紛争の防止及び調整に関する
条例の一部を改正する条例

可
決

〇 〇
議
長

〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 28 号
議  案

令和２年度ふじみ野市一般会計予
算

可
決

〇 〇
議
長

〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 31 号
議  案

令和２年度ふじみ野市後期高齢者
医療事業特別会計予算

可
決

〇 〇
議
長

〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請　 願
第 １ 号

公民館等の現行の減免制度存続を
求める請願

不
採
択

× ×
議
長

× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × ×

〇：賛成　　×：反対

※議長は採決に加わっていません。
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議審案議議審案議

自
治
組
織
集
会
施
設
審
議
会
条
例

こ
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
仮
称
）

策
定
委
員
会
条
例

将
来
に
向
け
た
集
会
施
設
の

将
来
に
向
け
た
集
会
施
設
の

検
討
へ

検
討
へ

子
ど
も
に
優
し
い
ま
ち
を

子
ど
も
に
優
し
い
ま
ち
を

目
指
し
て

目
指
し
て

公
民
館
等
の
現
行
の
減
免
制
度

公
民
館
等
の
現
行
の
減
免
制
度

存
続
を
求
め
る
請
願

存
続
を
求
め
る
請
願

条例制定
全員賛成で可決

条例制定
全員賛成で可決

　

自
治
組
織
の
集
会
施
設
な
ど
に
つ
い
て
、
将
来
の

方
向
性
な
ど
検
討
す
る
た
め
、
自
治
組
織
集
会
施
設

審
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
に
対
し
、
こ
ど

も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
仮
称
）
の
素
案

を
検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
付
託
さ
れ
た
総
務
・

教
育
常
任
委
員
会
で
請
願
人
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
た

後
、
執
行
部
へ
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で
の

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議員提案による意見書が全会一致で可決し、衆・参両院議長、内閣総理大臣他、関係大臣に送付しました。

問　

委
員
の
選
出
は
。

答　

委
員
に
つ
い
て
は
学

識
経
験
者
、
自
治
組
織
の

会
長
、
も
し
く
は
会
長
経

験
者
を
考
え
て
い
る
。

問　

検
討
す
る
項
目
は
。

答　

自
治
組
織
が
建
設
し

た
集
会
施
設
に
関
し
て
は

自
治
組
織
の
財
産
で
あ
り
、

活
動
拠
点
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
行
政
が
一
方
的
に

決
め
る
の
で
は
な
く
、
審

議
会
の
中
で
集
会
施
設
の

あ
り
方
や
将
来
を
見
据
え

て
の
管
理
・
運
営
方
法
な

ど
検
討
し
て
も
ら
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。

問　

審
議
の
期
間
は
ど
の

程
度
か
。

答　

10
年
、
20
年
先
を
見

据
え
、
自
治
組
織
が
活
動

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

た
め
に
、
こ
の
時
期
ま
で

に
結
論
を
出
す
と
い
う
よ

問　

策
定
委
員
会
を
設
置

す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答　

い
じ
め
や
不
登
校
、
ひ

き
こ
も
り
、
自
殺
そ
し
て
児

童
虐
待
な
ど
が
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど

も
の
生
き
る
権
利
・
育
つ
権

利
・
守
ら
れ
る
権
利
・
参
加

す
る
権
利
ま
で
も
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
遊
び
や
集
団

遊
び
の
減
少
等
に
よ
る
子

ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力

も
低
下
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
、
子
ど
も
優
先
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
多
く
の
課
題
に

対
す
る
地
域
全
体
で
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
た
。

問　

審
議
方
法
は
。

答　

市
内
に
在
住
す
る
小

学
生
、
中
学
生
及
び
高
校

う
な
こ
と
は
し
な
い
。
一
つ

ひ
と
つ
の
内
容
を
し
っ
か

り
と
審
議
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　

市
の
考
え
て
い
る
将

来
の
方
向
性
は
。

答　

地
域
ご
と
の
異
な
る

状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今

後
の
姿
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
審
議
会
に

お
い
て
し
っ
か
り
と
ご
審
議

い
た
だ
き
、
審
議
会
の
意
見

を
充
分
に
尊
重
し
な
が
ら
市

と
し
て
の
考
え
方
を
示
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

生
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の

結
果
を
踏
ま
え
、
策
定
委

員
会
で
丁
寧
に
、
時
間
を

か
け
分
析
、
検
討
を
行
う
。

問　

策
定
委
員
会
の
構
成

と
審
議
期
間
は
。

答　

公
共
的
団
体
、
学
識

経
験
者
及
び
公
募
市
民
で

組
織
す
る
策
定
委
員
会
を

設
置
す
る
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
の

委
員
委
嘱
の
日
か
ら
終
了

ま
で
の
任
期
は
概
ね
２
年

間
と
想
定
し
て
い
る
が
、

時
間
を
か
け
、
市
民
意
識

の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
優

先
で
あ
る

と
考
え
て

い
る
。

賛
成
の
主
な
理
由

　

公
民
館
活
動
に
受
益
者
と
い
う
、

施
設
を
利
用
し
て
い
る
か
ら
受
益
と

す
る
市
の
考
え
方
は
、
憲
法
の
国
民

の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
否
定
す
る

も
の
だ
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
と
言
う
の
な
ら
ば
そ
の
環
境
を

整
え
る
の
が
自
治
体
の
役
割
、
将
来

に
向
け
て
人
づ
く
り
は
最
も
重
要
だ
。

そ
の
場
所
と
し
て
の
公
民
館
・
図
書

館
活
動
は
個
人
の
受
益
で
は
な
く
、

現
代
社
会
に
と
っ
て
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
公
益
性
を
持
つ
活
動
で
あ
る
。

反
対
の
主
な
理
由

　

公
民
館
等
の
減
免
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
第
４
回
定

例
会
で
既
に
決
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
減
免
制
度
の
見
直
し
に
よ
っ

て
、
社
会
教
育
法
第
3
条
及
び
第
20

条
の
趣
旨
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い

こ
と
や
図
書
館
の
会
議
室
等
に
使
用

料
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
図
書
館
法
第

17
条
に
反
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

な
お
、
市
の
組
織
以
外
の
団
体
が

公
民
館
・
図
書
館
を
使
用
す
る
場
合
、

そ
れ
が
市
の
事
業
と
し
て
み
な
さ
れ

る
場
合
は
、
使
用
料
が
免
除
さ
れ
る

こ
と
も
確
認
し
た
。

　

利
用
者
が
公
民
館
や
図
書
館
の
会

議
室
等
の
使
用
料
を
少
し
ず
つ
負
担

し
合
う
こ
と
も
必
要
だ
。

　新型コロナウイルス感染症は、世界各地で感染の拡大が続いており、国内でも感染者数が増

えている。埼玉県内でも感染者が確認され、市民生活や市内産業に影響が出始めている現状で、

その対策は喫緊の課題である。感染の拡大防止と早期終息に向け、政府において安全・安心を

最優先にさらに万全の対策を強く求める。

　一．国会において集中審議を行うこと。

　一．国民に対する情報提供を正確かつ迅速に行うこと。

　一．地域ごとの実情に配慮した対策を可能にすること。

　一．国立感染症研究所や保健所、医療機関に対する支援を行うこと。

　一．経済への影響について対策強化を図ること。 送付日：令和２年 3 月 12 日（主意抜粋）

全員賛成で可決新型コロナウイルスの対策強化を国に要望
新型コロナウイルス感染症における対策強化を求める意見書

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た
環
境
整
備

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た
環
境
整
備

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

    

国
際
化
・
情
報
化
教
育
推
進
事
業

国
際
化
・
情
報
化
教
育
推
進
事
業

　

小
・
中
学
生
に
１
人
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末
を
整
備
し
、
個
別

最
適
化
さ
れ
た
教
育
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

問　

環
境
整
備
の
内
容
は
。

答　

補
正
予
算
で
は
、
ま
ず
校
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
整
備
と
電
源
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
費
用

と
し
て
１
校
あ
た
り
３
０
０
０
万
円
の

予
算
を
計
上
し
た
。
財
源
と
し
て
国
か

ら
の
補
助
も
あ
る
。

問　

Ｇ※
 
 
ギ
　
　
ガ
　
　

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
目

的
は
。

答　

発
表
や
話
し
合
い
に
も
活
用
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
を
伸
ば
す
こ
と
を

目
指
し
て
い
く
。

問　

不
登
校
児
童
・
生
徒
や
学
級
閉

鎖
時
に
対
応
で
き
る
遠
隔
授
業
も
可

能
に
な
る
の
か
。

答　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
考
え
た
上

で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

端
末
利
用
を
推
進
す
る
に
は
、

教
職
員
の
研
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

効
果
的
に
教
育
を
行
う
た
め
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

今
後
の
整
備
計
画
は
。

答　

一
度
に
端
末
を
整
備
す
る
の
で

は
な
く
、
県
が
一
括
調
達
し
、
最
初

は
小
学
校
５
・
６
年
生
と
中
学
校
１

年
生
、
次
に
そ
の
他
の
学
年
と
順
に
、

県
と
協
議
し
進
め
て
い
き
た
い
。
財

源
に
つ
い
て
は
国
か
ら
の
補
助
も
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は

児
童
・
生
徒
に
１
人
１
台
の
端
末
と
、
高
速

大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に

整
備
し
、　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
を
含
め
、
資
質
・
能
力
が
一
層
確
実
に
育

成
で
き
る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
指
す
国
の
構
想
。

本会議・各常任委員会での質疑をまとめてお知らせします。本会議・各常任委員会での質疑をまとめてお知らせします。

大井図書館

請　願
賛成少数で不採択
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市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、

法律で禁止されております。ご理解をお願いします。

　暖かくなり花も咲き始める新たなスタ

ートに向けて始まった 3 月議会は、新型

コロナウイルスという新たな猛威と向き合いながらの議会とな

りました。議会としても市民の生活にご不便をきたさぬよう議

会日程も大幅に変更し対応させて頂きました。生活日用品の不

足や、卒業・入学を迎える子どもたち、保護者の皆さん、先生

方におかれましては、大変ご不便があったことと存じます。審

議と並行し新型コロナウイルスに向けての対策も行いながら議

会としてしっかりと対応させて頂きました。最善に向けてふじ

み野市としてどうすべきか。当たり前の日常が 1 日でも早く取

り戻せるよう議会としても執行部と連携し対応して参ります。

 （加藤　恵一）

編集後記

表紙の題字を書いてくれた人

大井東中学校３年  岡部　未奈さん

　ふじみ野市は、私が生まれた年に誕生しました。こ

の街は、緑が多くとても生活しやすいです。私は、そ

んな街で育つことができて幸せ者です。そのふじみ野

市を支えてくれている方々に感謝の気持ちを込めて生

活していきます。

議会広報常任委員会

 委 員 長 川畑　京子 副委員長 原田　雄一

 委　員 鈴木啓太郎 委　員 民部　佳代

 委　員 加藤　恵一 委　員 床井　紀範

 委　員 伊藤　初美 

お仕事の内容を教えてください。

遠赤外線効果のある玄武岩という石で体を温め
ながら、アロマオイルでトリートメントしてい
きます。香りを使って、心身の健康やリラクゼー
ションそしてストレスの解消などのサポートを
しています。

このお仕事を始めた

きっかけについて教

えてください。

更年期障害や、がん
で苦しむ友人の姿
がきっかけとなり、
様々な苦痛の緩和に
ついて何かお手伝い
ができないかと思っ
たからです。

表紙：働く人シリーズに寄せて
編集委員が

インタビュー！ アロマセラピストアロマセラピスト  さんに伺いましたさんに伺いました

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

3 月定例会の傍聴者は 53 人でした。

次の定例会の
開  会  予  定：6月1日 午前9:30〜

請願締切予定：5 月22 日 午前10：00

市役所 4 階議場で開催します

市議会だよりは、ふじみ野市のホー

ムページからも閲覧できます。

市議会の会議録も見られます。

本会議の録画放映も実施しています。

ふじみ野市議会

どのようなことを心がけていますか。

最初にカウンセリングを十分に行い、お客様
の体調や気持ちをしっかり聴くことを心がけ
ています。

どんな時にやりがいを感じますか。

あんなに辛かったのに、仕事に行けるように
なったなど、お客様からメールをいただいた
ときなどはやりがいを感じます。お客様の身
体に手を当てアロマトリートメントを終えた
ときに、これが本当の手当てだねとお褒めい
ただいたときは感動しました。

今後の目標などがあれば教えてください。

温
おん

石
じゃく

療法を通して、身体を温めることの大切
さを実感し、新たに温活も取り入れています。
1 人でも多くの皆さんのお役に立てるように、
日々勉強し、多くの方に信頼される仕事をし
ていきたいです。

岡崎　貴代美 さん

Q

A


